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今
年
九
月
と
一
〇
月
、
続
け
て
京
都
へ
行
っ
て
き

た
。
い
ず
れ
も
日
高
六
郎
先
生
を
偲
ぶ
旅
で
あ
る
。

　

九
月
二
二
日
、
京
大
楽
友
会
館
で
六
月
七
日
に
一

〇
一
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
「
日
高
六
郎
先
生

を
偲
ぶ
会
」
が
開
か
れ
た
。

　

参
加
者
は
四
〇
名
程
度
の
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
会
で

あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
は
す
ご
く
、
憲
法
学

者
の
樋
口
陽
一
、
サ
ル
ト
ル
研
究
者
の
海
老
坂
武
、

元
東
大
助
手
の
最
首
悟
、
経
済
学
者
の
塩
沢
由
典
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
吉
岡
忍
、
故
小
田
実
夫
人
の
玄

順
恵
、
そ
し
て
故
土
井
た
か
子
に
長
年
連
れ
そ
っ
た

秘
書
の
五
島
昌
子
と
い
っ
た
方
々
で
あ
る
。

　

樋
口
氏
は
日
高
先
生
の
生
き
方
の「
実
存
的
選
択
」

に
つ
い
て
語
り
、
海
老
坂
氏
は
日
高
先
生
の
著
作
集

が
実
現
さ
れ
な
い
日
本
の
出
版
文
化
を
怒
り
、
最
首

氏
は
先
生
が
先
生
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
、「
問

学
」
と
い
う
精
神
を
大
切
に
し
て
い
た
と
語
っ
た
。

　

会
の
Ⅱ
部
、
夕
食
会
の
献
杯
の
音
頭
を
司
会
し
た

旧
知
の
中
尾
ハ
ジ
メ
元
京
都
精
華
大
学
長
に
指
名
さ

れ
、
私
は
自
宅
書
斎
か
ら
暢
子
夫
人
が
描
く
六
〇
号

の
先
生
の
肖
像
画
の
コ
ピ
ー
を
持
参
し
、
日
高
先
生

か
ら
受
け
た
諸
々
の
過
分
な
好
意
に
つ
い
て
長
す
ぎ

る
前
置
き
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

私
は
、
な
ぜ
か
高
校
三
年
の
と
き
、
社
会
学
っ
て

格
好
い
い
と
思
い
、
学
ぼ
う
と
大
学
に
入
っ
た
が
、

北
大
で
鈴
木
栄
太
郎
の
助
手
を
し
て
い
た
日
高
先
生

の
東
大
の
初
期
の
教
え
子
で
あ
っ
た
江
澤
繁
先
生
が

一
冊
の
教
科
書
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。
古
本
屋
で

手
に
入
れ
た
そ
の
本
は
、日
高
六
郎
・
福
武
直
著
『
社

会
学
：
社
会
と
文
化
の
基
礎
理
論
』（
光
文
社
、
一

九
五
二
年
初
版
）
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
冒
頭
は
「
欲
求
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
後

に
こ
の
構
成
に
つ
い
て
先
生
は
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本

論
』
の
冒
頭
「
商
品
」
に
方
法
的
に
相
当
す
る
も
の
と

し
て
考
え
た
と
語
っ
て
い
る
。
因
み
に
表
紙
カ
バ
ー
に

は
、
清
水
幾
太
郎
が
日
高
先
生
の
才
能
を
、
丸
山
真
男

が
福
武
直
の
人
柄
を
推
薦
文
と
し
て
寄
せ
て
い
る
。

　

六
〇
年
安
保
と
七
〇
年
安
保
の
間
の
激
し
い
季
節

で
、
私
は
様
々
な
思
想
の
意
匠
の
中
で
揺
れ
動
き
な

が
ら
も
、「
個
人
の
思
想
の
自
律
を
中
心
に
お
い
て
、

そ
こ
か
ら
出
発
し
て
新
し
い
協
同
と
連
帯
を
つ
く
り

出
す
道
す
じ
は
、
ま
だ
決
し
て
乗
り
こ
え
ら
れ
て
い

な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
そ
の
道
す
じ
を
安
直
に
乗

り
こ
え
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
な
に
も
の

も
乗
り
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
」（『
戦
後
思
想
の
出
発
』）と
い
う
文
章
を
基
軸
に
、

野
間
宏
を
し
て
「
整
理
王
」
と
い
わ
し
め
た
時
代
認

識
に
学
び
、
思
想
と
い
う
も
の
が
「
認
識
と
価
値
観

と
実
践
意
志
と
の
微
妙
な
、
し
か
し
首
尾
一
貫
し
た

結
び
つ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
考
え
ぬ
く
態
度
」
で
あ

る
と
い
う
表
現
を
心
に
刻
ん
だ
り
し
た
。

　

私
が
「
戦
後
思
想
と
戦
後
教
育
の
普
遍
性
―
「
日

高
六
郎
教
育
論
集
」
の
意
味
す
る
も
の
―
」
と
い
う

論
文
を
携
え
て
京
都
精
華
大
に
お
訪
ね
し
た
の
は
一

九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
以
後
、
日
教

組
教
育
文
化
総
合
研
究
所
で
の
仕
事
、
国
民
文
化
会

議
の
存
続
問
題
で
共
に
し
、
パ
リ
で
は
モ
ン
パ
ル
ナ

ス
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
御
自
宅
に
お
泊
め
い
た

だ
い
た
り
し
た
。ま
た『
変
わ
る
世
界
を
考
え
る
』（
筑

摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
と
い
う
本
に
私
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
非
核
運
動
報
告
を
載
せ
て
下
さ
っ
た
。

　

毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
の
名
著
『
戦
後
思
想
を
考

え
る
』（
岩
波
新
書
）
の
担
当
編
集
者
で
あ
り
、
先

生
の
教
え
子
で
あ
っ
た
岩
波
の
小
川
寿
夫
氏
が
旭
川

に
来
ら
れ
『
日
高
六
郎
著
作
集
』
の
編
集
の
相
談
を

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
を

横
断
し
た
全
八
巻
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
編
ん
で
み

た
。
①
社
会
学
理
論
、
②
マ
ス
コ
ミ
と
文
化
、
③
戦

後
思
想
論
、
④
憲
法
と
平
和
、
⑤
市
民
と
民
主
主
義
、

⑥
教
育
論
、
⑦
知
識
人
と
思
想
、
⑧
歩
ん
で
き
た
道
、

と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
川
氏
は
御
本

人
が
消
極
的
と
嘆
き
、計
画
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。

私
の
無
力
さ
を
痛
感
す
る
。

　

一
〇
月
一
三
日
は
京
都
精
華
大
学
五
〇
周
年
記
念

式
典
で
あ
っ
た
。
日
高
先
生
は
東
大
を
辞
職
し
た
後
、

一
九
七
六
年
か
ら
八
九
年
ま
で
こ
の
大
学
に
お
ら
れ

た
。
精
華
で
そ
の
後
を
継
い
だ
の
が
上
野
千
鶴
子
さ
ん

で
あ
っ
た
こ
と
は
日
本
の
社
会
学
の
一
つ
の
命
脈
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
補
強
を
得
て
生
き
残
っ
た
と
い
え

た
。
旭
川
大
学
は
こ
の
大
学
と
「
京
都
学
」
と
「
北
海

道
学
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
相
互
に
提
供
し
、
私
も
講
義

に
出
掛
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
職
員
の
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
田
所
氏
は
旭
川
出
身
で
あ
り
、
漫
画
学
科

創
設
に
尽
力
し
た
吉
村
氏
は
職
員
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
利

用
し
、旭
川
で
私
の
大
学
院
の
演
習
に
参
加
し
て
い
た
。

　

日
高
先
生
は
戦
後
知
識
人
の
「
悔
恨
共
同
体
」
の

分
化
分
解
を
他
称
進
歩
的
文
化
人
と
し
て
誠
実
に
生

き
切
っ
た
。
五
年
前
に
最
後
に
会
っ
た
と
き
、「
や
っ

ぱ
り
日
本
で
は
政
権
交
代
は
う
ま
く
い
か
な
い
の
か

な
ァ
」
と
仰
言
っ
た
。
合
掌
。

＜

や
ま
う
ち　

り
ょ
う
じ
・
旭
川
大
学
学
長＞
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「
日
高
六
郎
先
生
を
偲
ぶ
会
」に
て


